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はじめに 

 今は、主治医より、「治療法はもうありません。余命あと 3ヵ

月と思われます。ホスピスに移られることを提案します」と言

われる時代である。 

 ところで、戦後は、なるべく死のことは考えないように過ご

してきた。病院でも、患者さん本人に、告知などしない時代が

続いた。80年代半ばになると、病名の告知はするようになった

が、悪い予後については伝えなかった。それが、2000年になる

と、多くの場合、患者さんに病名、病気の悪化を隠さず告げる

ようになった。個人情報保護法、患者さんにとって納得のいく

医療の提供、患者さんの知る権利といえば当然である。 

 

 さらに、がん対策基本法が制定され、ホスピスが重要視されるようになった。そのホスピス

では、死を受け入れなければいけないようだ。 

 しかし、死が直前に迫っていることを知った多くの患者さんは、特に若い患者さんは、宗教

なしで、死を心の底から受け入れることができるのか。どうすれば安寧な気持ちで生きること

ができるのか。これが、本書の課題である。 

 がんの化学療法、腫瘍内科学のパイオニアであり、第一人者でもある著者、佐々木常雄先生

が、治療の一方で約 2000 人以上の患者様を看取られた経験と、書物の中から、その答を探索

されている。本書に引用されている書物だけで、約 50冊に及ぶ。 

 

著者の紹介 

 昭和 20年山形県生まれ。弘前大学医学部ご卒業後、国立がんセンターを経て、昭和 50年よ

り、東京都都立駒込化学療法科勤務。現在、がん・感染症センター都立駒込病院院長。日本癌

治療学会監事・代議員、日本腫瘍学会評議員等、務められている。 

 

本書の内容・感想 

 緩和ケアの分野では、世界で初めて医師として、がん患者の死をライフワークとしたキュー

ブラー・ロスの「死の受容の五段階」が広く受け入れられている。がんと告知され、予後が不

良であることを告げられると、患者は否認、怒り、取引、抑うつの段階を経て最後に死を受け

入れる、死を受容するというのである。私も、緩和ケアの研究会に行くと、「死の受容」に関

する発表を目にする。このことに関し、佐々木先生は、以下のように述べられている。 

 『緩和医療に関した学会の報告のなかに「死を受容して亡くなった」ことを、あたかも「よ

き死」であるかのように捉えた発表を見かけるのです。私は「死を受容」して亡くなったこと

を、めでたし、めでたしとし、緩和医療の目的が「いかにして死を受容させるか」にあるとす

るがごとき考えには納得できないのです。 

 

 特に若い患者さんの死は、表面上はあたかも受容しているように見えたとしても、実際は「ど

うしても生きたかった」と思いながら亡くなられた方がほとんどなのです。人間の死は千差万

別であり、人それぞれであり、どの死が良い、受容しての死が良いなどということはまったく

ないと思うのです。 
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 終末期の医療で、身体が辛くない状況にできたとして、それ以上は、本人の希望を聞いて、

そして、どうしようもない本人の運命を「温かく見守る」しかないのです。少なくとも若い患

者さんの死において緩和ケアの目的は死を受容させることではないのです。私はそう思ってい

ます。』 

 この文章に出会い、がん患者として、心の荷が少し軽くなった。また、医師として、いつも、

患者さんに温かい心で接することが大切であると確認した。 

 本書のまとめである次の文章も、何回読んでも、心に響く。 

 

 『医は「仁術」といわれてきました。「仁」とは思いやりです。二十世紀には患者さん本人

に病気の悪化を、そして死を隠すことで「仁」、「愛と思いやり」を発揮してきました。しかし、

二十一世紀には患者さんに病気の悪化を告げて、短い命を告げて、そしてこの「仁」が「愛と

思いやり」が、どのような形で発揮されていくのかということが、われわれ医療者側の大きな

課題であると思います。 

 死が近いことを知らされて、死を直面しての二十一世紀の死生学で、死生観とは、けっして

諦めることではない。他人に「諦めろ」と言われて諦めることではない。 

 「悟ること」でもない。「悟ったふりをすること」でもない。生きたいならばはっきり生き

たいという。そして、少しでも自分の思うようなことに近い人生を生きることであると思いま

す。 

 もし死に直面していても、どうにかして、心落ち着けられる、心安らかであることは、誰し

も希望することであると思います。そのためには、自分が生きてきた人生に納得できるとまで

はゆかなくとも、それでも、少なくとも終末の医療に納得できていること、安心できる、信頼

できる医療者が傍にいることは、大切な条件であると思います。 

 「人間はみんな死ぬ。」そんなことは、百も承知なのですが、いまここですぐ死ぬのではあ

りません。いつかは死ぬけれど、いま死ぬのではないから生きていられるのです。何か少しで

も、小さくとも希望を持って生きるのです。 

 たった一度の、たった一度の人生です。どの、どんな時代に生きても、たった一度の人生で

す。何も悪いことをしていないのに、自分ががんになったのは不公平です。特に若くしてがん

になった方は、人生不公平です。 

 自分の病気を知って、言うときは言って、頑張って生きて、人生、不公平だからこそ、頑張

って生きて、生きて、そして、医療に、自分の人生に、少しでも納得していただけたらと思い

ます。私は、応援しています。必ず応援しています。』 

 

 是非、医療従事者に読んでいただきたい。また、医師から死が近いことを告げられ、奈落に

落されている患者様。佐々木先生の慈悲により、少しでも早く立ち直られて、「がんを生きて」

いただきたい。 

会員 井上 林太郎 


